
ＰＴＡ調査広報委員会（１２月１６日（木）） 校長挨拶 

 

日ごろから、ＰＴＡ役員の皆様には、大変お世話になっております。 

 

本日（１２月１６日（木））は第４１回百人一首歌留多大会が開かれました。

昨日（１２月１５日（水））は球技大会が開かれました。先週（１２月８日（水）

～１０日（金））は２年生の修学旅行が行われました。 

 

遠野高校を閉じるに当たって、学校としては、「ネクスト・ジェネレーション」

というキャッチフレーズを掲げ、公開文化祭の第２９回あかさか祭（１０月３０

日（土））から、第６４回マラソン大会（１１月１９日（金））、球技大会、百人

一首歌留多大会まで、３つの学年が揃って行う、遠野高校として最後の学校行事

に取り組んでまいりました。 

この後、遠野高校として最後の同窓会入会式（２月２８日（月））、卒業式          

（３月１日（火））、閉校式・お別れ会（３月１８日（金））、閉校記念誌、閉校記

念碑などに取り組んでまいります。 

 

お手元の資料をご覧ください。遠野高校閉校に当たって取り組むことをまと

めております。 

  

学校として、「遠野ならではの教育を継承する（続ける・残す・伝える・広

げる）ためのアクションを！」という方針の下、学校ホームページなどで積極

的にさまざまな取組を情報発信しております。 

県教育委員会のホームページの「学校自慢コーナー」や「県立高等学校紹介

動画」において、本校作成のものが掲載されております 

入学式、進路体験発表、職場見学、あかさか祭、遠野和紙保存プロジェクト

など、新聞、テレビ、ラジオなどで取り上げていただいております。 

  

 以上を踏まえると、ＰＴＡ調査広報委員会の皆様が作成・発行するＰＴＡ会

報は、７４年の歴史を閉じる遠野高校ならではの取組を広く情報発信するとい

う点で、極めて重要であります。また、遠野高校としては最後のＰＴＡ会報と

なると思うと、感慨深いものがあります。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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令和３年１２月１６日 

遠  野  高  校 

 

遠野高等学校閉校に当たって取り組むこと 

 

※残り３か月と少し。遠野ならではの教育を継承する（続ける・残す・伝える・

広げる）ためのアクションを！ 

 

＜学校としての基本的な考え方＞ 

○７４年の歴史を閉じる遠野高校の思いをしっかり引き継ぎながら、統合校 

として新たに発足するいわき湯本高校へ「つなぐ・つなげる」（湯本高校と 

しっかり連携しながら） 

○同窓会の思いを重く受け止め、ＰＴＡ・部活動後援会としっかり連携しなが 

ら、学校あげて取り組む 

 

＜閉校に当たっての取り組み（感染症対策を講じながら）＞ 

○最後の全校生による学校行事（同窓会、ＰＴＡ・部活動後援会との連携） 

※テーマ「ネクスト・ジェネレーション」 

・あかさか祭（公開文化祭）１０月３０日（土） 

 ・マラソン大会      １１月１９日（金） 

 ・球技大会        １２月１５日（水） 

・百人一首歌留多大会   １２月１６日（木） 

○最後の卒業式 

・同窓会入会式       ２月２８日（月）  

・卒業式          ３月 １日（火） 

○式典等（同窓会、ＰＴＡ・部活動後援会との連携） 

・閉校式・お別れ会     ３月１８日（金） 

・閉校記念誌、閉校記念碑 

 

＜いわき湯本高校（本校舎・遠野校舎）＞ 

 ○これまで、統合校開校に係る各係や、各部・学年・教科などで、業務を洗い 

出し、教頭を窓口に係ごとに進めてきたところ。 

  ・教育課程、特色ある教育内容、保健・医療コース、高大連携 

  ・パンフレット、ポスター、統合校ＨＰ、高校説明会 

  ・教科書、志願して欲しい生徒像・選抜方法、高校入試 



・制服、運動着 

  ・校歌、校章、校旗 

  ・内規（教務、進路指導、生徒指導、図書、厚生など） 

・学校行事（合同に、独自に） 

・開校式、入学式 

  ・ＰＴＡ、部活動後援会、同窓会 

・部活動、生徒会交流 

・施設・備品 など 

 ○以上を踏まえ、本校において、各部・学年・教科などで、統合校の教育活動 

を展開していく上での課題を整理し、その対応案をまとめものを踏まえ、今 

後、両校（統合校開校に係る各係や、各部・学年・教科など）において検討・ 

調整し、１月または２月に開催予定の合同職員会議（高校入試の進め方を含 

む）で確認！ 

 ○冬休み中に、主任・担当レベルで、湯本高校と意見交換を！（窓口は教頭！） 

 

＜いわき湯本高校遠野校舎＞ 

○校務分掌などの見直し（学校規模縮小）・・・限定保障の論理（何ができる 

かを確定し、いつまでにどういう方法で、どのように条件を整えて実行に移 

すか） 

○これまでの資料の確認（破棄？保存？）を！  

 


